
 

 

 

 

 

 

6
月
2
日
付
で
「
収
支
内
訳
書
」
の
督
促
状
が
送
付
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
吹
田
民
商
で
は
6
月
5
日
か
ら
4
つ
の
ブ
ロ

ッ
ク
ご
と
に
小
集
会
を
開
催
し
て
収
支
内
訳
書
の
学
習
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
学
習
会
は
税
務
行
政
の
あ
り
方
を
学
ぶ
絶

好
の
機
会
で
す
。
白
色
申
告
の
方
だ
け
で
は
な
く
、
青
色
申
告

の
方
や
法
人
会
員
の
皆
さ
ん
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
１
部
で
は

収
支
内
訳
書
の
狙
い
は
何
か
、
今
年
の
特
徴
は
何
か
、
現
在
行

わ
れ
て
い
る
調
査
の
実
態
等
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
ま
す
。
２

部
で
は
、
5
月
31
日
の
定
期
総
会
で
採
択
さ
れ
た
２
０
１
４

年
度
の
吹
田
民
商
の
運
動
方
針
を
読
み
合
わ
せ
て
簡
単
な
説

明
を
行
っ
て
い
ま
す
。
収
支
内
訳
書
の
学
習
会
は
15
日
朝
10

時
、
17
日
夜
7
時
か
ら
は
民
商
会
館
で
も
開
催
し
ま
す
。 

 

督
促
状
の
特
徴
は
「
挑
発
的
」
で
「
強
権
的
」 

 

送
付
さ
れ
て
き
た
文
書
を
お
読
み
に
な
り
ま
し
た
か
？
昨

年
ま
で
の
文
書
は
単
な
る
「
お
願
い
」
で
し
た
が
、
今
回
の
文

書
は
「
『
提
出
が
い
た
だ
け
な
い
場
合
』
は
『
調
査
を
実
施
す

る
』
場
合
が
あ
る
と
納
税
者
を
脅
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
挑

発
的
で
強
権
的
な
文
書
を
納
税
者
に
送
付
す
る
意
図
は
何
で

し
ょ
う
か
？
こ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
て
約
30
年
。
提
出
し
て

こ
な
か
っ
た
納
税
者
に
は
何
の
不
都
合
も
不
利
益
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
見
直
さ
れ
た
国
税
通
則
法
に
も
何
も
記
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
用
紙
の
一
番
下
に
「
こ
の
文
書
に
よ
る
行
政
指
導
の
責

任
者
は
、
表
記
の
税
務
署
長
で
す
。
」
と
い
う
一
文
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
行
政
手
続
法
に
則
っ
た
表
記
で
す
。
つ
ま

り
、
こ
の
文
書
が
行
政
手
続
法
を
根
拠
に
送
付
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。
行
政
手
続
法
は
第
32
条
で
行
政
指
導

の
一
般
原
則
を
定
め
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
「
行
政
指
導
は

（
納
税
者
の
）
任
意
の
協
力
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
に
従
わ
な
い
こ
と
を
理
由
に
不
利
益
な
扱
い
を
し
て
は

な
ら
な
い
」
と
い
う
も
の
で
す
。
税
務
署
は
こ
の
原
則
を
知
っ

て
い
な
が
ら
、
わ
ざ
と
？
こ
の
表
現
を
使
用
し
て
い
ま
す
。 

 

見
直
し
国
税
通
則
法
の
下
の
税
務
調
査
の
実
態 

 

事
前
通
知
さ
れ
た
も
の
の
、
全
て
の
通
知
事
項
を
通
知
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
税
務
調
査
が
吹
田
で
起
き
て
い
ま
す
。
税
務

署
員
は
「
言
っ
た
」
と
言
い
、
納
税
者
は
「
聞
い
て
い
な
い
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。
事
前
通
知
は
全
項
目
言
わ
な
け
れ
ば
「
違

反
」
と
な
り
ま
す
。
電
話
で
は
な
く
、
文
書
で
通
知
す
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
な
い
の
で
す
が
、
税
務
署
は
文
書
通

知
す
る
と
は
言
い
ま
せ
ん
。
納
税
者
や
職
員
に
と
っ
て
も
迷
惑

な
こ
と
で
す
。
収
支
内
訳
書
の
督
促
状
や
様
々
な
「
お
尋
ね
」

の
文
書
は
法
的
根
拠
が
な
く
発
送
す
る
の
に
、
法
的
根
拠
を
持

っ
た
文
書
を
税
務
署
が
発
送
し
な
い
の
は
問
題
で
す
。
事
前
通

知
は
「
税
務
署
長
等
」
が
行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

税
務
署
は
法
律
に
従
う
べ
き
で
す
。 

収
支
内
訳
書
返
還
行
動
の
ご
案
内 

6
月
19
日
（
木
）
昼
1
時
15
分
集
合
・
開
会
1
時
30
分 

内
本
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

講
演
「
税
務
行
政
、
国
民
生
活
と
日
本
国
憲
法
」 

講
師 

 

民
商
常
務
理
事 

 

西
尾 

栄
一
さ
ん 

集
会
終
了
後
、
税
務
署
へ 

「
消
費
税
増
税
反
対
」
と
デ
モ
行
進
し
ま
す
。 

 

〈 

昼
間
の
集
会
に
参
加
で
き
な
い
方
は 

〉 

6
月
19
日
（
木
）
夜
7
時
00
分
集
合
・
開
会 

会
場
は
吹
田
民
商
会
館 

 

昼
間
と
同
じ
内
容
で
学

習
会
を
行
い
ま
す 

＊ 

寿
町
に
障
が
い
者
施
設
を
建
設
す
る
募
金
の
訴
え
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
「
若
手
経
営
者
の
会
」
（
仮
称
）
発
足
の
ご
案
内 

4
月
か
ら
消
費
税
が
8
％
に
増
税
さ
れ
、
来
年
10
月
か
ら

は
10
％
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
恩
恵

は
大
企
業
の
み
で
、
私
た
ち
中
小
業
者
は
増
税
と
資
材
の
高
騰

等
で
苦
し
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
の
景
気
は
「
政
治
の
問
題
」

で
す
が
政
治
の
変
化
を
待
っ
て
い
る
だ
け
で
は
廃
業
さ
せ
ら

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
ら
の
経
営
力
を
磨
き
、
生
き
残
っ
て
い

け
る
だ
け
の
力
を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
民
商
の
最
大
の

強
み
は
「
異
業
種
」
で
す
。
仲
間
ど
う
し
学
び
交
流
し
て
、
自

ら
を
鍛
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

第
1
回
例
会 

日
時 

 

7
月
3
日
（
木
）
夜
7
時
00
分
（
時
間
厳
守
） 

会
場 

吹
田
民
商
会
館 

例
会
の
内
容 

① 

事
業
計
画
書
に
沿
っ
た
事
業
展
開
の
報
告 

② 

私
の
営
業
活
動 

 

参
加
者
の
年
齢 

20
歳
代
～
50
歳
代
な
か
ば 

参
加
費  

５
０
０
円
か
ら
１
０
０
０
円
の
実
費 

参
加
の
申
込 

6
月
30
日
ま
で
に 

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
事
務
局
ま
で 

＊ 

当
日
は
名
刺
や
貴
社
の
チ
ラ
シ
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

「
よ
っ
と
い
で
祭
」
へ
の
出
店
者
10
名
を
募
集 

 

今
年
の
祭
り
は
9
月
14
日
（
日
）
で
す
。
毎
年
3
万
人
か

ら
５
万
人
も
の
市
民
が
参
加
さ
れ
ま
す
。
そ
の
業
者
広
場
に
自

社
の
商
品
を
販
売
し
た
い
方
、
技
術
等
を
紹
介
し
た
い
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
募
集
者
は
10
名
で
す
。
テ
ン
ト
代
金
の
半

額
５
０
０
０
円
程
度
）
を
補
助
し
ま
す
。
条
件
は
①
祭
の
趣
旨

に
沿
っ
た
出
店
で
あ
る
こ
と
②
出
店
者
交
流
会
に
参
加
で
き

る
こ
と
③
祭
の
成
功
の
た
め
の
取
組
に
協
力
す
る
こ
と
の
3

点
で
す
。
10
名
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る

方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 


